



A Study on Shopping Center as Tourism Resources 
 


















































図表 1 観光資源の分類 
  自然観光資源 人文観光資源 
新たに構築 






























外国人旅行者の消費総額も 7.8％増の 3 兆 7476 億円で過去最高となった。しか





















訪日外国人旅行者数 4000 万人・外国人旅行消費額 8 兆円、2030 年に訪日外国






































関する意識についても質問を行っている。図表 2 は 2017 年の調査結果（通年）
から一部を抜粋しまとめたものである(7)。 
6 
図表 2 訪日外国人旅行者が訪日前に期待していたこと、 
次回したいこと等について 
単位：％ 









日本食を食べること ① 26.0 ① 69.7 ① 59.3 ① 95.8 86.5 
ショッピング ② 17.0 ② 55.3 ② 48.9 ② 84.1 83.9 
自然・景勝地観光 ③ 14.9 ③ 44.0 ③ 43.5 ④ 64.0 84.9 
温泉入浴 ④ 8.2 ⑤ 29.8 ④ 43.4 ⑥ 37.9 82.8 
テーマパーク ⑤ 6.7 ⑨ 16.4 ⑨ 23.3 ⑩ 21.7 85.1 
日本の歴史・伝統文化体験 ⑥ 4.1 ⑧ 16.7 ⑧ 26.6 ⑧ 24.1 86.7 
繁華街の街歩き ⑦ 3.3 ④ 39.0 ⑤ 30.9 ③ 71.2 80.1 
日本の日常生活体験 ⑧ 3.2 ⑩ 15.4 ⑩ 22.5 ⑨ 22.3 88.8 
四季の体感（花見・紅葉・雪等） ⑨ 2.2 ⑫ 10.0 ⑥ 29.2 ⑬ 10.7 82.9 
旅館に宿泊 ⑩ 1.7 ⑦ 20.5 ⑦ 27.5 ⑦ 34.5 75.5 
スキー・スノーボード ⑪ 1.6 ⑰ 4.2 ⑬ 17.9 ⑰ 3.0 80.8 
日本の酒を飲むこと 
（日本酒・焼酎等） ⑫ 1.5 ⑥ 20.6 ⑪ 22.2 ⑤ 42.9 82.8 
美術館・博物館 ⑬ 1.4 ⑪ 12.5 ⑫ 18.3 ⑪ 20.0 82.5 
日本のポップカルチャーを楽しむ ⑭ 1.4 ⑬ 9.2 ⑮ 14.2 ⑫ 13.8 88.8 
舞台鑑賞（歌舞伎・演劇・音楽等） ⑮ 0.8 ⑯ 4.3 ⑯ 12.9 ⑯ 4.5 85.1 
その他スポーツ（ゴルフ等） ⑯ 0.8 ⑲ 2.0 ⑲ 6.8 ⑲ 2.0 83.3 
自然体験ツアー・農漁村体験 ⑰ 0.8 ⑭ 5.5 ⑭ 15.4 ⑭ 6.2 82.7 
スポーツ観戦（相撲・サッカー等） ⑱ 0.6 ⑱ 2.9 ⑱ 10.1 ⑱ 2.0 83.4 
映画・アニメ縁の地を訪問 ⑲ 0.6 ⑮ 4.4 ⑰ 10.5 ⑮ 4.7 84.9 
治療・健診 ⑳ 0.2 ⑳ 1.1 ⑳ 3.9 ⑳ 1.4 76.0 








































①小売業の店舗面積は 1500 平方メートル以上であること 







同協会の調査によると、SC は 2015 年末で 3195 施設ある。総売上は 31 兆
779 億円である。図表 3 の棒グラフは SC と他の大型店の販売額を表している。
他のセクターと比較してみると SC は高い成長率を維持しているのがわかる。





図表 3 SC と他の大型店の販売額比較 
 
出所：一般社団法人日本ショッピングセンター協会『SC 白書 2016』2016 年、10 頁
および 58 頁を参考のうえ作成。 
 
また、図表 3 の折れ線グラフは SC の売り上げが全国の小売業販売額に占め
る割合を示している。近年は 20％をこえてきており、消費動向を語る上で大き
な役割を担っている。日本で最初の SC は、1969 年に開業した「玉川高島屋
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のを示している。2015 年末の物販比率は 64.5％、飲食 18.1％、サービス 17.4％
となっている。5 年前の 2011 年と比較すると、物販が 1.6％の減少、サービス
が 1.7％の増加、飲食はほぼ同じとなっている(13)。 
 






























































博多港から入国した外国人の数は，前年比約 24％（約 49 万人）増の 257 万人
である。5 年連続で過去最高を更新している。内訳は、福岡空港から入国した










2015 年は 245 回で 2 位の長崎の 128 回の約 2 倍の回数があった。2016 年は
69 回増の 314 回となっている。 
また、福岡空港および博多港はともに都心に極めて近いことが特徴である。
図表 5 は博多の商業エリアと空港・港間の時間を示したものである。福岡空港
は空港の地下にある市営地下鉄で博多駅まで 5 分、中心部である天神まで 11
分である。博多港は、バスで博多駅まで 20 分、天神まで 15 分となっている。 
福岡空港・博多港から入国した外国人の国籍は、1 位韓国 40.0%、2 位台湾
10.1％、3 位中国 6.1%、4 位香港 5.4%となっている。同年の訪日外国人全体の















年に「JR 博多シティ」が開業し、阪急百貨店、東急ハンズや 200 を超える専
門店等が開業した。また、キャナルシティ博多は同年 9 月にかつて劇場であっ
た隣接地をイーストビルとして開業している。 






















同施設の入場者数は創業年度の 1640 万人がピークで、その後長らく 1400
万人を下回っていた。開業から 10 年のうち 7 年は減収であった。しかし、東
日本大震災があった 2011 年を底に増加傾向に転じ、2014 年度には 1530 万人
まで盛り返し、2015 年度は前年度比でさらに 100 万人増、開業 20 周年となっ









2011 年 9 月にはすでに増加傾向にあった外国人集客の布石を目的に 1 年を
かけてサウス館の大規模リニューアルが行われた。「ラオックス」が大阪以西で










たバスを毎日受け入れており、年間約 5000 台になるとしている。 


















を設置した。広さは約 100 平方メートルで、営業時間は午前 10 時～午後 9 時












































かに減少しており、バスはピーク時には、1 日約 100 台来ていたのが、今は 10
台くらいである。MICE で来る客には欧米人も多い。 























くらいあるかについて確認する。日本に SC は 3195 施設（日本ショッピング






分の 50,000 ㎡以上のものは 136 施設ある。訪日外国人が多く訪れる都道府県で
あるが「2015 年の訪日外国人の訪問率が高い 8 都道府県（観光庁ホームページ）」
と「都道府県別の外国人実宿泊者数が多い（200 万以上）8 都道府県（旅行年報）」
は、ともに北海道、千葉、東京、神奈川、京都、大阪、福岡、沖縄である。こ
れらの都道府県に所在する大規模 SC は 59 施設（内イオンモール 19）である。
これらの内訳を表しているのが図表 6 である。 
 
図表 6 外国人旅行客が多い都道府県にある大規模 SC の数 
都道府県 ５万㎡以上の SC 数 内イオンモール イオンモール以外の SC 
北海道 2   2 
千葉 11 4 7 
東京 12 2 10 
神奈川 10   10 
京都 2 2 
大阪 13 6 7 
福岡 8 4 4 
沖縄 1 1 
合計 59 19 40 
全国（参考） 136 66 70 
出所：一般社団法人日本ショッピングセンター協会『SC 白書 2016』2016 年に基づき作成。 
20 
図表 7 外国人旅行客が多い都道府県にある大規模 SC（イオンモールを除く） 
所在地 施設名称 アクセス 設立年 面積 （㎡） 
免税 
カウンター 
北海道 札幌市 札幌ステラプレイス・大丸札幌 「札幌駅」隣接 2003 85,000  
  小樽市 ウィングベイ小樽 「小樽築港駅」隣接 1999 98,000  
千葉 千葉市 オーロラモールジュンヌ 
（そごう千葉） 
「千葉駅」隣接 1993 81,025  
    ハーバーシティ蘇我 「蘇我駅」より無料バス 2005 92,995  
    ワンズモール 「稲毛駅」バス 20 分 2000 52,722  
  市川市 ニッケコルトンプラザ 「本八幡駅」より徒歩 10 分、 
 無料バス 
1988 68,800  
  船橋市 ららぽーと TOKYO-BAY 「南船橋駅」徒歩 5 分、無料バス 1981 102,000  
    ビビット南船橋 「南船橋駅」徒歩 10 分、 
 ららぽーと隣接 
2004 52,800  
  柏市 柏高島屋ステーション 「柏駅」隣接 1979 50,595 ○ 
東京 千代田区 GRAN 「東京駅」隣接 1954 56,825  
  墨田区 東京ソラマチ 「東武スカイツリー駅」隣接 2012 52,000  
  江東区 ららぽーと豊洲 「豊洲駅」隣接 2006 62,000 ○ 
  世田谷区 玉川高島屋 SC 「二子玉川駅」徒歩 2 分 1969 72,640 ○ 
  渋谷区 TAKASHIMAYA TIMES  
SQUARE 
「新宿駅」隣接 1996 73,597  
  豊島区 サンシャインシティ 「池袋駅」徒歩 8 分、 
「東池袋駅」徒歩 3 分 
1978 67,870  
    ルミネ池袋・東武プラザ館 「池袋駅」隣接 1992 112,371 ○ 
  練馬区 光が丘ＩＭＡ 「光が丘駅」隣接 1987 56,152  
  立川市 ららぽーと立川立飛 「立飛駅」隣接 2015 60,000  
  昭島市 モリタウン 「昭島駅」隣接 1984 59,747  
神奈川 横浜市 相鉄ジョイナス 「横浜駅」隣接 1964 93,948 ○ 
    トレッサ横浜 「綱島駅」バス 10 分 2007 60,000  
    たまプラーザ テラス 「たまプラーザ駅」隣接 1982 60,796  
    ららぽーと横浜 「鴨居駅」徒歩 7 分他 2007 93,000  
    ノースポートモール 「センター北駅」隣接 2007 55,964  
  川崎市 ラゾーナ川崎プラザ 「川崎駅」隣接 2006 79,000  
  藤沢市 テラスモール湘南 「辻堂駅」隣接 2011 63,000  
  大和市 大和オークシティ 「鶴間駅」徒歩 6 分 2001 51,535  
  海老名市 ビナウォーク 「海老名駅」隣接 2002 65,302  
    ららぽーと海老名 「海老名駅」隣接 2015 54,000  
大阪 大阪市 なんばパークス 「なんば駅」隣接 2003 51,800 ○ 
    あべのハルカス 「天王寺駅」隣接 1988 100,000  
    あべのキューズタウン 「天王寺駅」隣接 2011 69,000  
    なんば CITY、高島屋大阪店 「なんば駅」隣接 1978 108,988 ○ 
  吹田市 ららぽーと EXPOCITY 「万博記念公園駅」隣接 2015 71,000  
  枚方市 くずはモール 「樟葉駅」隣接 1972 72,000  
  和泉市 ららぽーと和泉 「和泉中央駅」バス 15 分 2014 55,000  
福岡 福岡市 キャナルシティ博多 「博多駅」徒歩 7 分またはバス 1996 71,487 ○ 
    JR 博多シティ 「博多駅」隣接 2011 82,200  
  久山町 トリアス 「博多駅」バス 43 分他 1999 65,774  
出所：一般社団法人日本ショッピングセンター協会『SC 白書 2016』2016 年に基づき作成。 
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